
基本方針

　このため、前年度に引き続き下記の事業を継続して実施する。

会議・事業計画

○ 部会の事業報告・事業計画の審議、決定

○

○ ６ブロック(７編成）分割して実施

○

○

○

○

○

○ 2023年11月8日

 ８　安全祈願 ○ 2024年1月下旬

○

　・危機管理意識の浸透および定着化 2023年7月上旬

　・送研本部の安全活動への参加 2023年4月～
・

・

○ 必要の都度

 ９　その他

 １　部　会

支部行事（熱田神宮）

 ５　安全研修会

１分間の黙祷実施

 ７　黙祷運動の実施

期末・年度末

 ２　幹事会

 ３　安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

必要の都度

　安全を最優先する現場風土を醸成し、無事故・無災害の達成に向け、現場に密着した広報・安全啓蒙活動を
推進する。

会議・事業の名称 実施時期

  また、送研本部の組織である、「安全委員会」「安全工法専門委員会」、に支部として参加し活動を進める。

○

災害防止事業（安全部会）　２０２３年度事業計画

必要の都度

更なる安全意識の定着に向けた取組を実践するために、会員が
多く参加する安全大会を活用して災害周知文書等の情報につい
て再周知する。

重大災害・安全管理上の重要課題の検討

部会事業の企画・運営について検討、立案

2023年7月上旬

災害速報の配布（全国大の送電災害・中電全災害）

・安全体感教育（ＴＡＢＭＥＣ(株)の安全体感道場を活用）

　安全大会については、教育部会、施工部会の合同実施とし、教育、研修事業については、教育部会と協賛
し、中部支部行事の効率・合理化を図る。

実務的なテーマに沿った安全研修の実施

安全体験・改善事例発表

　ﾌﾞﾛｯｸ毎に
 1回/年以上実施

地区幹事との情報連絡、意見交換

 ４　安全大会

会議・事業の主な内容

　各支店ブロック毎の安全パトロールを計画的に実施し点検・指導を行う
とともに、パトロール結果を各会員に水平展開する。

　安全意識の啓蒙を図るため、教育部会、施工部会の協力を得て安全大
会を実施する。

説　明

周知・通達事項

 ６　安全資料の配布

　大会では現場安全体験発表および中部電力パワーグリッド㈱との情報
交換などを計画する

　若年層へは安全の大切さを体験できる「安全体感教育」を実施する。

2023年7月～8月

・安全部会・教育部会・施工部会および中部電力パワーグリッド(株)

関係諸団体開催の安全行事への参加

災害防止、再発防止等に関する全国大情報の周知、水平展開を
確実に実施して更なる安全意識の定着を図るため、前年度に引き
続き、本部組織である「安全工法専門委員会」等に委員として参
加する。
※送電用フルハーネス検証分科会で残された課題を引継ぎ検討
及び改善を図る。

全国大で基本仕様を統一した「送電線作業用フルハーネス」の不
具合に関する情報を収集し、基本仕様の統一性を維持しつつ改
善活動を行う。

　送研本部主催の「送電線路工事殉職者慰霊式」に合わせ、「黙祷運動」
を実施する。

安全関係の周知事項の作成・通達


